



Introduction to the activities of the Regional Associations 







                                   Summary 
  There are eleven Regional Associations for Laboratory Animal Science in Japan, and each 
of them conducts independent activities. The present paper introduces the activities of the 
Regional Associations in 2015 to promote information exchange and interaction among them, 
starting from those of the northernmost association. In the paper, honorifics for the staff of the 
office, lecturers, and people who provided us with information on topics have been omitted. For 
the details, please contact the office of each Regional Association. 
 
北海道実験動物研究会 





事務局：〒060-0818 札幌市北 18 条西 9丁目 
    北海道大学大学院獣医学研究科 
    実験動物学教室内 安居院高志      
        E-mail:agui@vetmed.hokudai.ac.jp 
     TEL/FAX:011-706-5106 
第 12 回研究会総会・学術集会 2015 
 平成 27 年 7 月 11 日(土)、北海道大学医学研 
  究科臨床講義棟第三講堂 
  大会長:土佐紀子(北海道大医学研究科附属 
                  動物実験施設) 
<一般講演> 
①生後発達期の大脳における Ntn4 遺伝子転 
写調節領域の解析  小島慶祐ら(北大生命 
科学院) 
②脊椎動物の減数分裂特異的に発現する新規 
遺伝子 Ccdc175 の機能解析  三國海音ら
(北大生命科学院、北大遺伝子病制御研究 
所・北大獣医研究科) 
③Miosin Ⅵ 変異体の感覚毛－細胞間融合プ 
ロセスと機能低下型アレルに起因した難聴 
発症  関 優太ら(東京都医学総合研究所哺 
乳類遺伝プロジェクト) 
④ex vivo 処置を介さない CRISPR/Cas9 系に 
よる遺伝子改変マウス作製法「GONAD」の開 




⑤Analysis of genetic loci for the 
resistance/susceptibility to the Sendai 
virus infection using congenic mice 
   Raghda Mohamed Fathi Ahmed et al. 
(Laboratory of Animal Science and 
Medicine, Department of Disease Control, 




   塩川愛絵ら(北大院医学研究科微生物学講 
座病原微生物学分野、Department of  
Microbiology, Faculty of Medicine, The  
University of Peradeniya, Sri Lanka) 
⑦マウスマラリア原虫感染母体から得た産仔 















⑧マウス小眼球症を引き起こす PITX3 の OAR 





⑨新規無眼球症ラット NAK/Nokh の発症原因 




⑩マウス Mip 突然変異における初めての劣性 

















              doubutu/tohoku/tohoku.html 
 事務局：〒980-8575 仙台市青葉区星稜町 2-1 
         東北大学大学院医学系研究科附属 
     動物実験施設内 小関陽子 
 E-mail:voko-k@med.tohoku.ac.jp 
       TEL:022-717-8175、FAX:022-717-8180 
第 26 回研究会 
平成 27 年 11 月 20 日(金)、東北薬科大学中







   平澤基至(㈱日東エアテック) 
2.RI センターのガスモニターが捉えていた 
巨大地震の先行現象 










Tsukuba Association for Laboratory Animal 
Science  
会長：山海 直 (医薬基盤・健康・栄養研究所) 
ホームページ：http://www.talas.jp/ 
事務局：〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新 
    横浜 3-17-6 11F  
日本チャールス・リバー㈱内 上田 尚 
       E-mail:office@talas.jp 
     TEL:045-474-9340、FAX:045-474-9341 
第 23 回研究会総会および第 49 回講演会 











トレ  ーニング 菊地聡史(ハムリー㈱動 
物技術研究所) 
<展示・ポスター発表等> 
<教育講演Ⅰ> 遺伝子改変技術シリーズ(第 3 
  弾)－遺伝子改変動物の基礎から最新技術 
   まで－ 
「CRISPR/Cas9 を用いたゲノム編集の基礎か 
 ら応用」 本多 新(宮崎大テニュアトラック推 
 進機構) 
<教育講演Ⅱ> 動物倫理・福祉シリーズ(受講 




第 50 回記念講演会 














<教育講演> 遺伝子改変シリーズ(第 4弾) 




<第 50 回記念特別講演> 動物倫理・福祉シリ 





Hokuriku Laboratory Animal Research 





事務局：〒920-8640 金沢市宝町 13-1 
        金沢大学学際科学実験センター 
実験動物研究施設内   
E-mail:lara-info@kiea.m.kanazawa-u.ac.jp 
     TEL:076-265-2460、FAX:076-234-4240 
第 49 回研究会(金沢) 
 平成 27 年 2 月 14 日(土)、金沢大学宝町キ
ャンパス・医学類 G棟第 4講義室 
  実験動物技術者協会北陸支部との合同開催 
<実験動物技術者協会北陸支部講演会> 
「金沢大学での 15 年間を振り返って」 
浅野雅秀(京都大医学研究科附属動物実験施
設) 
 <特別講演 1> 
「FELASAリコメンデーション2014について」  
 佐藤 浩(自然科学機構生理学研究所動物実 
 験コーディネータ室) 
 <特別講演 2> 
 「富山大学動物実験施設での 20 年－施設を 
  支え発展させた人々－(仮)」 山本 博(富 
  山大生命科学先端研究センター動物実験施 
  設・北陸実験動物研究会会長) 
第 19 回総会・第 50 回研究会(金沢) 
平成 27 年 7 月 4日(土)、金沢大学宝町キャ
ンパス・医学類 G棟第 4講義室 
<維持会員ニュース> ニノックスラボサプラ
イ㈱) 「PCR を活用した新しい微生物モニタ










第 51 回研究会(富山) 









   
信州実験動物研究会 
Shinshu Experimental Animal Research 
Association    
会長：松本清司 (信州大学ヒト環境科学研究支 
               援センター動物実験部門) 
事務局：〒396-0025 長野県伊那市荒井 3052-1 
        北山ラベス㈱ 事業部 北條佳昭  
E-mail:hojo.yoshiaki@nisshin.com 
        TEL:0265-78-8115、FAX:0265-78-8885 
第 35 回総会・勉強会・研究発表会 
 平成 27 年 3 月 6日(金)、信州大学農学部 17
講義室 





第 33 回研究発表会 
1.移植研究のためのカニクイザル MHC 遺伝子 
  の DNA タイピング法の開発  山田幸穂(㈱
イナリサーチ) 
2.非臨床試験におけるマイクロ CT の可能性  
井戸大介(㈱イナリサーチ) 
 3.ブタ精子の水素による酸化的ストレスの軽 
  減  内藤詞子(信州大農学部) 
第 83 回勉強会 
平成 27 年 11 月 13 日(金)、信州大学松本旭














Shinzuoka Experimental Animal Research 
Association   
会長：石川智久 (静岡県立大学薬学部) 
ホームページ：http://www1a.biglobe.ne.jp/ 
              shizudou/ 
事務局：〒412-8513 静岡県御殿場市駒門 1-135 
    ㈱中外医科学研究所 御殿場ブランチ  
    伊藤辰哉 
       E-mail:itotatas@chugai-pharm.co.jp 
       TEL:0550-87-8327、FAX:0550-87-5219 










  創薬研究所) 
<第 45 回静岡実験動物研究会総会> 
<静岡実験動物研究会主催特別講演> 
「環境エンリッチメント、その導入と実践に 
  実験動物技術者が果たす役割」 黒澤 努 







































  動物実験施設内の耐震固定の問題点と対策: 












事務局：〒501-1194 岐阜市柳戸 1-1 
        岐阜大学生命科学総合研究支援セン 
        ター動物実験分野 二上英樹  
        E-mail:nikami@gifu-u.ac.jp 
     TEL:058-230-6609、FAX:058-230-6044 
第 86 回研究会(2014 年 3 月例会) 
















第 87 回研究会 












 いて」 宮本阿美菜(テクニプラストジャパ 





2.癌型 K-Ras 依存的な肺発がん感受性遺伝 
   子座の探索 齋藤弘充ら(三重大生命科学 
   研究支援センター機能ゲノミクス分野動物 
機能ゲノミクス部門) 
3.スンクスにおける食堂と胃の迷走神経支配 
  に関する研究 山本彩子ら(名古屋大院生 
命農学研究科動物形態情報学研究分野) 
4.Canine Femur Classified through DEXA  







Hansai Laboratory Animal Research 







        京都府立大学 実験動物センター   
酒井ゆうこ         
E-mail:kansaijm@koto.kpu-m.ac.jp 
        TEL & FAX:075-251-5383 
   (出来るだけ、メールでのご連絡を希望) 
第 125 回研究会 












 オリエンタル酵母㈱ 伊奈 MP 生産センター 
 「実験動物としての豚の位置付けおよびハン
ドリング(ゲッチンゲンミニブタ)」 
第 126 回研究会 
 平成 27 年 6 月 12 日(金)、神戸大学医学部会 
  館シスメックホール 
 テーマ:エピジェネティクス研究の最前線 
 <講 演> 
 1.膵β細胞機能のエピゲノム制御  
  木戸良明(神戸大院保健学研究科病態解析 
   学領域分析医学分野) 
 2.発生分化におけるエピジェネティクス制 
  御 仲野 徹(大阪大院生命機能研究科時 
    空生物学/医学系研究科・病理学) 
 <トピックス>  
 創薬の隘路『Phase 2 Attrition』の克服に 
 向けて－実験動物学の進展への期待  
 樽林陽一(日本医療研究開発機構創薬支援戦 
  略部) 
 <維持会員ニュース> 
  小原産業 「行動実験用の防音シールド室に 
 ついて」 
第 127 回研究会 
 平成 27 年 9 月 12 日(土)、大阪大学 銀杏会 




 1.CRISPR/Cas9 による哺乳動物でのゲノム 
  編集 真下知士(大阪大医学部附属動物実 
  験施設) 
 2.ライブセルイメージングを用いた着床前 
    初期胚の質の評価 山縣一夫(近畿大生物 
    の理工学部遺伝子工学科) 
<トピックス> 
 動物福祉と供養の倫理 伊勢田哲治(京都大 




第 128 回研究会 
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  2.ミエリン異常ミュータントの病態比較 
  谷村聡美ら(大阪府大、京大院医動物実験
施設) 
  3.新規肥満・糖尿病モデル ZFDM ラットにお

















  7.系統差による癌型 K-Ras 依存的な発癌感 
  受性遺伝子の検索 齋藤浩充ら(三重大生 
    命科学研究支援センター機能ゲノミクス、 
    動物機能ゲノミクス) 











   池 郁生ら(理研バイオリソースセンター、
放医研基盤技術センター) 
<特別講演>  
 1.iPS 細胞を用いる細胞治療の現状と展望 





〇関西実験動物研究会報 37 号 平成 27 年 12
月 15 日発行 
 
岡山実験動物研究会 






事務局：〒700-8530 岡山市北区津島中 1-1-1 
         岡山大学大学院環境生命科学研究科 
     ・農学部動物遺伝学教室気付  
      E-mail:tkunieda@cc.okayama-u.ac.jp 
      E-mail:ksato@cc.okayama-u.ac.jp 
      TEL:086-251-8314、FAX:086-251-8388 
第 69 回研究会例会例会 
 平成 27 年 6 月 26 日(金)、川崎医科大学現代
医学教育博物館 2階大講堂 
 世話役：大熊誠太郎(川崎医科大学・薬理学 
 教室・教授)・三上 崇徳(川崎医科大学・中 
央研究部・中央研究センター) 
<一般講演> 
1.似て非なる C57BL/6 マウス  
目加田和之（岡山理科大学理学部動物学科） 
 2.ヌートリア Myocastor coypus を用いた  




  トール輸送体タンパク質の発現 
山地真裕美 1・井上理佐 1・枝松  緑 2・安











1.「研究機関等における動物実験等の実施   










管理体制の構築－非医療系キャンパスで                 




第 70 回研究会例会          




<特別講演>   
 マウス卵子におけるミトコンドリアの特性                                
  若井拓哉先生(岡山大学大学院環境生命科学 
研究科・動物生殖細胞工学研究室) 
<一般講演>   
1.実験動物スンクスにおける新規コロナウ
イルスの探索 
寺田 豊 1,2、下田 宙 1、Nguyen Van Dung1、 
鍬田龍星 1、城ヶ原貴通 3、織田銑一 3、 











  市川宏仁 1・松尾大輝 1・宮田宏文 2・ 
和田直巳 1 (山口大連合獣医研究科 1・山口 
大農学部 1)  研究科 1・山口大農学部 1) 
 5.スンクスの腹腔内における画像解析により 
  得られた知見 伊藤聡史・富山友里奈・ 
  木村 透 (山口大学共同獣医学部病態制御 
   実験動物学) 
     第４回実験動物科学シンポジウム 
  「新たな疾患モデル動物が切り開く 
橋渡し研究」 
 (公社)日本実験動物学会との主催  









  坂本浩隆(岡山大院・自然科学研究科) 
③スンクスを用いた消化管運動研究 －モ 
   チリンとグレリンの相乗作用について－ 
   坂井貴文(埼玉大学院・理工学研究科） 
④スンクスにおける低温不耐性のメカニズ 
  ム  城ヶ原貴通(岡山理科大理学部)・ 
   鈴木大雄(㈱オリエンタルバイオサービス) 
<セッション 2> 【新しいモデル動物－ツパ 
 イ, フェレット】 座長 吉川欣亮 (東京都医
学総合研究所・哺乳類遺伝プロジェクト) 
①新たなヒト型感染症モデル動物としての 













 樹立   本多 新 (宮崎大学・テニュアトラ 
 ック推進機構) 
〇岡山実験動物研究会報 第 31 号 2015 年 4 
  月発行 
 
九州実験動物研究会 
Kyushu Experimental Animal Research 




  http://www.med.miyazaki-u.ac.jp/Animal 
  Center/kyujitsuken/index.html 
事務局：〒849-0938 佐賀市鍋島 5-1-1 
    佐賀大学総合分析実験センタ―       
    生物資源開発部門 北嶋修司   
      E-mail:kitajims@cc.saga-u.ac.jp 
       TEL:0952-34-2430,FAX:0952-34-2024 
   第 33 回九州実験動物研究会総会 
第 35 回日本実験動物技術者協会九州支部研究 
       発表会合同開催 
平成 27 年 11 月 7 日(土)・8日(日)  九州大 
学医学部同窓会館  8 日は若手勉強会のみ 













「Establishment and evaluation a transgenic 
mouse model of arthritis induced by 
overexpressing human tumour necrosis 
factor alpha」 Ge Li(Guangdong 
Laboratory Animals Monitoring Institute) 
「Introduction of Chinese experimenral 
miniature pig breeding and research 
progress of genetically engineered pig」 



























7.Single-nucleotide polymorphism analysis 
of GH,GHR, and IGF-1 genes in minipigs. 
Y.G.Tian, et al.(Laboratory Animal 
Center, Southern Medical University, 
Guangzhou,Guangdong, China, et al.) 
8.Associated analysis of single nucleotide 
polymorphisms found on exon 3 of the 
IGF-1 gene with Tibetan miniature pig 
growth traits. M.Yue, et al.(Department 
of Laboratory Animal Center, Southern 
Medical University, Guangzhou, China, et 
al.) 
9.Irradiation induced injury reduces 
energy metabolism in small intestine of 
Tibet minipigs. Yu-Jue Wang, et al. 
(Department of Laboratory Animal Center, 
Southern Medical University, Guangzhou,  
Guangdong, China, Pearl Laboratory 
Animal Sci. & Tech. Co.Ltd., Dongguan et 
al.) 
10.18F-FDG uptake by spleen helps rapidly 
predict the dose level after total body  
Irradiation in a Tibetan minipig model.  
Yu Jue Wang, et al.(Department of  
Laboratory Animal Center, Southern  
Medical University, Guangzhou,  
Guangdong, China, et al.) 
11.miRNA Biogenesis Enzyme Drosha Is 
Required for Vascular Smooth Muscle 
Cell Survival. Pei Fan et al. 
(Department of Pathology, Center for 
Cancer Research, University of 
Tennessee Health Science Center, 
Memphis, Tennessee, United Sates of 
America, Southern Medical University, 













1.ラットにおける X線 CT 装置を用いた in 
vivo および ex vivo 骨関連指標測定法 















  体外卵子産生系の構築と卵母細胞分化メカ 







  物の特性 伊藤 守(公益財団法人実験動  
物中央研究所 副所長・研究開発部門長) 
 2.免疫不全動物の飼育管理 池 郁生(国立
研究開発法人理化学研究所バイオリソー
スセンター実験動物開発室) 






































第 23 回研究会 














  2.吸入麻酔 今野兼次郎(京都産業大) 























        岡山大学大学院環境生命科学研究 
科・農学部動物遺伝学教室気付 
           TEL:086-251-8314 
        編集担当 佐藤勝紀 
          E-mail:ksato@cc.okayama-u.ac.jp 
50
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